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研究ネットワーク形成支援事業

令和元年度重点課題
半導体材料・デバイス研究ネットワーク

令和二年度重点課題に選出



平成29年度 「新たな共用システム導入支援プログラム」

高専機関で唯一採択
⇒ 全学的な分析機器の共用化を推進
合計26台の多様な機器を一元管理（令和二年度6月現在)

令和元年度 「研究機器相互利用ネットワーク導入実証プログラム（SHARE)」
大阪大学が主幹する「阪奈機器共用ネットワーク」に大阪市立大とともに参画
⇒ FE-SEMやXPSなどの超高真空装置の遠隔利用サービスを提供
⇒ 阪大・市大とともに各機関が保有する高度な測定解析技術を外部機関に提供

＜奈良高専の共用体制と先端研究基盤共用促進事業への取り組み＞

@奈良高専
⇒ 長岡技科大の主幹す
る「技学イノベーショ
ン機器共用ネットワー
ク」とのネットワーク
の垣根を超えた連携も
推進

・FE-SEM・FM-AFM・XPS-UPS・XRD・LC-TOF-MS・NMR・FT-IR・UV-
vis・ラマン・蛍光・CDS・ICP・TG-DTA・DSC、GPC・GC・接触角計・表
面張力計・色差計・引っ張り試験機・触媒評価装置・BET・SEM・SPM・光学
顕微鏡・倒立顕微鏡

⇔ 若手研究者のフォロー体制 ⇔ 教育の高度化
⇔ 保守管理体制の一元化 ⇔ 産学連携の推進
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令和2年4月1日全学組織
「共通機器管理センター」発足

スクリーニング体制を整備

To USB



Gear5.0 防災・減災（エネルギー）公募申請資料
「K-§MARTが拓く超スマート社会の実現に向けた実装技術の開発」
中核拠点：奈良高専、協力校：(第一ブロック) 苫小牧高専、(第二ブロック) 長岡高専、(第四ブロック) 米子高専、(第五ブロック) 都城高専

基幹技術：
①分散型エネルギーデバイスの開発
②物質変換技術の開発
③ICT・AI技術の開発

超スマート社会に向けて全国高専
の社会実装技術を集約

・Energy

燃料電池、二次電池
太陽電池
水素エネルギー
・Emergency

災害予測、センシング
・Life

スマートハウス
睡眠、自己学習
・Agriculture

省エネネットワーク
IT農業
・Logistics

・Factory

スマートモビリティー技術の開発
・次世代電池（FC、LIB、Li-S、SB etc.）
・熱電素子・センサー関連技術の開発
スマートハウス技術の開発
・EMSハウスへでのICT機器を含めた実証試験

重点課題
・スマートモビリティー
・スマートハウス

3つのNWを集約＋機器共用体制



KOSENの強み

A高専の研究者
専門：電気化学計測

B高専の研究者
専門：イオン液体合成

C高専の研究者
専門: 有機材料合成

高容量二次電池開発

全国51高専
約4千人の研究者とのマッチング

技術課題

無機合成 冶金 高分子 化学工学 真空

機械系 情報系 電気系 建築系 生物系
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Phosphonium Cations

高容量・高電圧作動・高/低温

作動二次電池開発も夢ではな
い！！

（かもしれない。。。）

3人寄れば文殊の知恵、4千人寄れば!?
触媒 ILs合成 ILsポリマー コンポジット

電解質

奈良＋和歌山高専 鶴岡高専 豊橋技大

2030年以降の高温作動PEFC要
素技術の確立を成し遂げる！！

＋ KOSEN ネットワーク


